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１．はじめに
日本語では「誰十か」という構造は「不定表現」としてとらえられる'。しかし．「誰十か」
の担う意味は中国語で表す場合，疑問詞の“堆'’だけを用いるのが普通である。つまり，日本
語では「疑問」と「不定」の意味・機能が異なる形式によって担われているのと異なって，中
国語では，疑問表現と不定表現は形式上，はっきりとした区別がないのである。
そのような形式上のずれは第二言語習得の妨げになりかねない。そこで，本稿は．「不定」
を表す日本語の「誰十か」と中国語の“堆”の構文的分布を明らかにし，そうすることによっ
て，第二言語教育や第二言語習得のためのルールを確立したい。以下．２．では先行研究の問題
点を指摘する。３．では「誰十か」の分布状況を明らかにし、４．では中国語の「不定」を表す．.唯”
の分布状況を概観にする。５．では対照分析を行い，６．では新たに得られる知見をまとめる。
2．先行研究と本稿の立場
日本語の「誰」の意味･用法について三尾（1979:73-90）では「疑問用法」「不定個称」「不
定全称」のように三分類されている。「不定個称」「不定全称」の違いについては，次のように
説明されている。
｢不定個称｣：｢誰か」などの形態で，前提集合のうちのあるメンバーを指すもの。
｢不定全称｣：｢誰も」などの形態で，前提集合のうちの全てのメンバーを指すもの。
狭義的に考えれば，「家族の誰か」「四人の誰か」のような構造における「誰十か」について
は「集合のうちのあるメンバー」として認めてもかまわない。しかし，「誰かと話している」「誰
かにつくらせる」のような構造における「誰十か」については，そのように解釈することが不
キーワード：不定．櫛文的分布．使用条件
｢不定」を表す日本語の表現は「誰十か」のほかに．「どこ＋か」「何十か」「いつ＋か」もあるが．本稿
では取り上げないことにする。
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可能である。「集団」というものが必ずしも存在しているとは限らないからである。つまり，「誰
かと話している」「誰かにつくらせる」のような文の成立は「集合」を前提条件としないので，
三尾（1979：73-90）の説明は厳密さが欠けているといわなければならない。
さらに，三尾（1979：73-90）で示されたルールでは，次の例（１）（２）のような現象につい
ても充分に説明することができない。
（１）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物かも分
かるにちがいない。調べてみるよ｡」（山下洋輔『ドバラダ門｣）
(2)昔から口寄せの亜女をしていたと云う事だけは｡母親か誰かから聞いていました。（芥
川竜之介「妖婆j）
統語機能の観点からみれば，例（１）における「誰十か」は後続の「読める人」と同じ人を
指し示し，例（２）における「母親か誰か」が対等の関係にあると認めなければならない。こ
のような構造における「誰十か」の意味・機能については，先行研究では具体的に触れていな
いようである。
一方，中国語のいわゆる不定表現について，朱徳照（1982）では，ストレスを置くか置かな
いかということが問題視され，次のように指摘されている。以下の用例は朱徳照（1982）の用
例である。
(a）他叫幽鉾了一交？（彼は何につまづいたの)２
(b）他叫辻竺伴了一交。（彼は何かにつまづいたようだ）
朱徳照（1982）の理論枠組みに基づいて考えれば．（a）における“什公”はストレスを置い
て発音されるので，疑問文を構成するものである。それと対照的に，（b）における“什公,’は
ストレスを置かないので，平叙文を構成するものである。平叙文における“什公”は疑問の意
味を表さないので，本稿でいう不定表現を構成するものである。
朱徳黒（1982）では．“什之”が例として使われているが，“唯”の意味・用法については触
れられていない。
「不定」を表す日本語の「誰十か」と中国語の“唯”の椛文的分布に関する対照研究は，管
見の限りないようである。分布状況の違いは第二言語習得の妨げになりかねない。つまり，第
二言語習得の観点からみれば．誤用や誤解を避けるためにも，両者の対応・非対応関係を明ら
かにしておく必要がある。下記の用例をみてみたい。
（３）「大丈夫よ．そんなことないわよ」突然．背後で誰かがそう言った。甘い女の子の声
だった。（宮部みゆき『ブレイブストーリー｣）
２（a）（b）の用例は朱徳照（1982）の用例をそのまま引用している。訳文は杉村博文，木村英樹（1995）
からの引用である。
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（3.）“没失系，不可能会有那祥的事的｡，，突然身后有人升腔了，是一/卜甜美的女子声音。
訳文としての例（3,）に示すように，例（３）における「誰十か」は不定表現としてとらえ
られるにもかかわらず，本来「不定」の意味を担うべき“唯”で訳すと不適格な文になるので，
"有人”のようなフレーズで対応しなければならない。つまり，「誰十か」の意味・機能は中国
語では，単に疑問詞を用いるだけではなく，“有人”を用いて，文脈（context）とともに際立
たせることもある。なぜこのような分布上のずれが生じているのだろうか。このような構文的
分布の食い違いを説明するのに，新たな視点が必要である。
例（３）では不定の意味が「誰十か」によって表されているのに対して，訳文としての例（3'）
では「不定」の意味が疑問詞によって顕現されるのではなく，．､有人.．と他の要素とのインタ
ラクティブによって文脈的意味として顕現されるのである。さらに例（３）における「誰十か」
は主語として機能しているので，名詞的役割を果たしていると思われる。
例（３）では「か」の生起がなければ「不定」の意味が成り立たないのと異なって，中国語
の表現では「不定」の意味が文脈に託されていると思われる。以上のような事実に基づいて，
本稿は次のような仮説を立てる。
日本語における不定の意味は「誰十か」によって担われている。
中国語における不定の意味は疑問詞の“堆”によって担われるほかに．文脈に依存すること
もある。
以下では，この二つの仮説に沿って，日本語の「不定」を表す「誰十か」と中国語の「不定」
を表す“堆”の構文的分布を検証し，対照分析を試みる。
3．「誰十か」の分布状況の概観３
「不定」を表す日本語の「誰十か」の構文的分布は①主語として機能する場合，②目的語と
して機能する場合，③「が」「を」以外の格助詞を伴う場合，④同格関係を結ぶ場合，⑤「～
か＋誰か」の形で並列関係を表す場合のようになっている。まず主語として機能する場合の分
布状況をみる。
日本語では，文を形成するために，主語が必ずしも必要ではないとされている。しかし，「誰
十か」が主語となり．主体が「はっきりと定まらない」という場合は主語が生起するのが普通
である。
（４）「大丈夫よ．そんなことないわよ」突然，背後で誰かがそう言った。甘い女の子の声
だった。（例（３）を再掲）
(5)何度か電話がかかってきたが，僕は受話器を取らなかった。誰かが時々ドアをノック
:Ｉこの節は挑佳秀（2016）「不定を表す「誰十か」の櫛文的分布」（｢鹿児島国際大学大学院学術論集」第８
集pp62～68）の一部を加縦修正したものである。
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したが，僕は応えなかった。（村上春樹「ダンス・ダンス・ダンス｣）
例（４）（５）における「誰十か」は主格を表す「が」を伴い，後続の「言った」「ドアをノッ
クした」といった述語の主語として機能しているのである。また，「誰十か」は主語として機
能しているがゆえ，一つのまとまった意味内容を表すものとしてとらえられる。次は目的語と
して機能する場合の分布状況をみる。
主語として機能する場合の「誰十か」と同じように．目的語として機能する場合の「誰十か」
も一つのまとまった意味内容を表すものとしてとらえられ，名詞的役割を果たすのである。
（６）急に，置いてきぼりにされたような気がした。それでいて，誰かを置き去りにしてし
まったような気もするのだった。（宮部みゆき「ブレイブストーリー｣）
(7)思いを紙で伝えたい誰かを思って紙に文章をしたためるイベント「紙で伝える展」が，
２２日から神奈川県鎌倉市の「銀の鈴ギャラリー 」で始まる。（『朝日新聞」2015/08/20）
例（６）（７）における「誰十か」は後続の「を」の生起によって，それぞれ「置き去りにする」
｢思う」といった他動詞の目的語として機能し，漠然とした「ある人」という意味を表すこと
になる。「誰十か」は主語として機能する場合．主格を表す「が」が省略されうるが，目的語
として機能する場合は，目的格を示す「を」は省略することが不可能である。
「誰十か」は格助詞の「が」「を」のほかに，格助詞の「に」「の」「と」「から」「へ」「より」
｢まで」といった格助詞を伴い，文を展開させることがある。
「誰十か」という形式は，格助詞の「に」を伴い，動作・作用の向けられる相手を表したり，
受身表現における動作の主体を表したり，使役表現における動作の仕向けられる側を表したり
することがある。まず漠然とした「相手」を表す「誰十か」の意味・用法をみる。
主述文において，後続する動詞が意志動詞であれば，「誰十か」はその動作の影響を受ける
相手を表すことになる。
（８）特にこの国営天文台には，連邦議会や各都市の星読み台との間を往復しているのだろ
う，しきりとカルラ族たちが舞い降りている。そのうちの誰かに頼めば，何とかなりそ
うだ。（宮部みゆき「ブレイブストーリー』）
（９）彼女はその心の重荷をいつか誰かに告白しないわけにはいかなかった。（村上春樹
「lQ84｣）
「頼む」「告白する」といった動詞には意志性があり，主述文に生起していれば，相手格を必
要するという統語的性格を持っている。例（８）（９）では動作の向けられる相手が「誰十か」
によって示されている。ただし，相手となる人がそれと定まっているわけではない。
「誰十か」は格助詞の「に」を伴い，主述文に生起し，動作の向けられる相手を表すほかに，
｢誰十か＋に」の形で受身文にも生起しうる。そのような場合の「誰十か」は述語の表す動作
の実質的な担い手を表すことになる。
（１０）背中側から両肘を誰立些抱えられている。その誰かに寄りかかり，かろうじて頭を
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持ち上げていることができた。（宮部みゆき「模倣犯｣）
(11）誰かに悪しきことをされても，それは忘れておしまいなさい。（『朝日新聞」
2015/04/27）
生成文法の理論に基づいて考えれば，「誰かに抱えられる」「誰かに悪しきことをされる」は
｢誰かが抱える」「誰かが悪しきことをする」のように書き換えることが可能である。そのため．
例（10）（１１）における「誰十か」は影響や作用の出どころとして見なされうる。「誰十か＋に」
という構造は受身文に限らず，使役文において，使役の対象（述語動詞の表す動作の担い手）
を表すことができる。
（12）ひとりでは手に余ることなので，毎回誰かに手伝わせるのだが，今回は名指しで篠
崎に頼んだ。（宮部みゆき『模倣犯｣）
（13）「牢屋は入るものではない。作るものだ」などという言葉も思い浮かんだ。「いや牢
屋は作るものではない。誰かに作らせるものだ」（山下洋輔『ドバラダ門｣）
例（１２）（１３）に示すように，「誰か＋に＋Ｖ＋せる（させる)」という構造における格助詞
の「に」は使役の対象を表すが，その使役の対象は特定の人ではない。
「誰十か」という形式は格助詞の「の」を受けて連体修飾構造のヘッドとして機能する場合，
連体修飾関係が結ばれるが，そのような連体修飾構造のものがさらに主語として機能したり目
的語として機能したりするのが普通である。
（14）およそ12年間にわたり，４人の誰かは必ずタイトルを保持していたが，「四天王」全
員が無冠となった。（『朝日新聞」2013/１０/１８）
(15）借金取りからの指令は「この家の誰かを編して借金を肩代わりさせろ｣。しかし待つ
ていたのは，とんでもなく厄介で性悪な家族だった。（｢朝日新聞」2015/05/08）
意味特徴の角度からみれば,例（１４）（15)の修飾部とヘッドとの間に包含関係ができている。
つまり，ヘッドとしての「誰十か」は前置修飾語の表す内容の一部分となるので，不特定では
あるが，その中の一員としてとらえられる。また，例（14）の下線部の連体修飾構造は主語と
して機能し，例（15）の下線部の連体修飾構造は目的語として機能しているのである。
「誰十か」という形式は連体修飾構造のヘッドになるだけではなく，それ自体が一つのまと
まった意味内容を表すものとして格助詞の「の」を伴い，連体修飾構造の修飾部として機能す
ることもできる。
（16）以前，誰かのミＺは他の人間が補うという日本ヂカラについて書きましたが，まさ
し<そういった場面でした。（｢朝日新聞」2013/11/24）
(１７）しかし，何をするにも誰かの手を借りずにはいられなくなり，自分で思うように食
事もできず，だんだんと食べなくなりました。（｢朝日新聞」2013/09/18）
統語的には，例（１６）（17）における「誰十か」は名詞的機能を果たし，連体修飾部として
後続のヘッド部に連なっている。「誰十か」と後続の体言によって構成される連体修飾構造は，
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さらに主語として機能したり目的語として機能したりすることができる。
意味的には，例（16）の「誰十か」はヘッドとしての「ミス」の主体としてとらえられ，例
(１７）の「誰十か」はヘッドとしての「手」の所有者としてとらえられる。
「誰十か」は格助詞の「と」を伴い,動作の影響を受ける側の人を表したり，また一緒になっ
て物事をする人を表したりすることがある。
（18）かなり誰のきつい英語で誰かと話し，手帳に予定を書きこんでいる。（野沢尚「龍
時｣）
（19）亘は土挨にまみれているのだった。「血が出てるじゃないか。学校の帰りだね？誰
かと喧嘩でもしたのかな」（宮部みゆき「ブレイブストーリー｣）
（20）普段は誰かと練習することを好むが．開幕３日前から１人でバットを振り込んで仕
上げた。（『朝日新聞』2015/04/01）
例（１８）（19）における「誰十か」は行為の対象となる側を表すものとしてとらえられる。
また例（20）における「誰十か」は物事を一緒に行う人を表していると解される。
格助詞としての「から」は起点や出発点，または出どころを表すが，そのような意味・用法
の拡張として，変化する前のもとの状態を表したり，「が」のかわりIこものや情報の与え手を
表したりすることがある。
（21）親を介護すると，人は誰しも誰かから生まれ，大きな時間軸の中で生きている，一
人ではないんだということが，はっきりと分かります。（｢朝日新聞」2014/08/21）
(22）後ろの誰かから「サッカー選手なら俺も『ツバサ』を知ってるぞ」と声がかかります。
（｢朝日新聞」2014/06/23）
例（21）では，格助詞の「から」が生起しているがゆえ，文中の「誰十か」は変化する前の
もとの状態を表すものとしてとらえられる。例（22）における「誰十か」は定かでない出どこ
ろを表していると解されうる。
「誰十か」は格助詞の「へ」を伴い動作や変化の向けられる相手を表すことができる。ただし，
その相手は漠然とするものでなければならない。
（23）撮り続けることは自分だけでなく，やがて見知らぬ誰かへ伝わり，動かし，変えて
いく力があるのかもしれない。と山本さんは話す。（｢朝日新聞」2014/08/29）
（24）自宅や職場，学校での必需品から，誰かへ贈るギフトまで，日々の暮らしをサポー
トする「無印良品」の小型ショップです。（｢朝日新聞」2014/04/04）
「伝わる」「贈る」のような述語は常に動作や変化の影響を受ける側を要求するので，文中の
｢誰十か」が漠然とした受け手を表している。また，「誰十か＋へ」という構造はさらに格助詞
の「の」を伴い，連体修飾関係を結ぶことがある。
（25）誰かの，誰かへの思いがあるから，球児は強くなる。（｢朝日新聞」2013/07/１５）
（26）本書は，フランスでは口コミで人気が広がり，読後に誰かへの贈り物にするために
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また購入する人が多く，「ギフトセラー」とも呼ばれているそうだ。（『朝日新聞』
2008/１２/１４）
「誰十か」は後続の名詞，または名詞フレーズと同格関係を結ぶことが可能である。
同格関係が形成された場合の「誰十か」は後続の名詞，または名詞フレーズとほぼ同じ意味
範躍を持つ。そのため，それに含まれた意味内容は必ずしも漠然としたものではない。
（27）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物かも分
かるにちがいない。調べてみるよ」（山下洋輔「ドバラダ門｣）
（28）「だけど俺にはおまえを助けることなんかできない。おまえの親父さんを助けること
ができないのと同じようにな・俺にはできない。だから，誰かほかに，おまえを助けて
くれる人を探しなよ」（宮部みゆき「模倣犯｣）
例（27）における「誰十か」は後置の「読める人」と同じの概念を表すものとしてとらえら
れる。また，例（28）における「助けてくれる人」と前置の「誰十か」との意味関係について
も，同様に解釈することができる。
「誰十か」は不特定の「人」を指すという意味特徴の束縛を受けているがゆえ，それと同格
関係を結ぶ後続成分も「人」という概念を表すものでなければならない。それと同じように．
並列関係を結ぶ場合も「人」という概念を表すものが並列成分として「誰十か」の前に来なけ
ればならない。下記の例（29）（30）に示すように，並列関係における「誰十か」ははっきり
としないが，どちらかであるという話し手の不確かな気持ちを表すものとしてとらえられる。
（29）昔から口寄せの亜女をしていたと云う事だけは．母親か誰かから聞いていました。
（芥川竜之介「妖婆｣）
（30）私は岐後の申立てをしたいと求めた。人々は私をここに置いて．検事か誰なを呼び
に行った。（豊島与志雄『死刑囚最後の日｣）
意味的には例（29）（30）における「母親か誰か」「検事か誰か」は対等関係にあると考えら
れる。しかし，統語的には，前置成分と後世成分の前後関係は変えることができない。具体的
な概念を表す「母親」「検事」は常に漠然とした概念を表す「誰十か」の前において機能しな
ければならない。
4．「不定」を表す“堆，，の分布状況の概観
前述したように，中国語では．‘唯，，が「不定」の意味を表しているか否かということに関し
て，文脈的意味の制約を受けなければならない，他の成分とのインタラクティブがなければ，
｢不定」の意味が浮んでこない。コーパスを調べた結果，「不定」を表す．.唯”は①推測のモダ
リテイが含まれる文，②仮定条件を表す文，③否定文，④譲歩の意味が含まれた文．⑤疑問文
に分布していることを突き止めた。以下．文環境に焦点をあてて，順次に述べていく。
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“唯''は推測のモダリテイが含まれる文に用いられた場合，「不定」の意味を表すことになる。
ただし，推測のモダリテイを表す“好像”‘‘像”“佑汁',‘‘～似的”といったものの助けがなけ
れば，単独では「不定」の意味を表しえない。
（31）夏践石握起拳共，妊僅要同塗併一切。（半淑敏《血玲琉》）（夏践石はこぶしを握りし
めて，まるで誰かと戦おうとしているようだ｡）
（32）‘‘天王蓋地虎，，，世t有堆悦迭４－句，立即会有一批人減出“宝塔鎮河妖，，，都成条件
反射了！（《人民同》2013年７月２３日）（たぶん，誰かが「天王蓋地虎」と叫んだら，
すぐさま「宝塔槙河妖」と叫び返す人たちが出てくるでしょう。もはや条件反射になっ
ています！）
（33)‘‘就眼我ｲﾛ堆信了1岨｡'，杵過笑薪悦,‘‘別眼我ｲil迄九机臭,沿撒流在行的全是作教師｡”
（王朔《玩的就是心跳》）（｢俺たちが信じるとでも？」許遜さんは笑って，「俺たちの前
で姑息なマネは通用しないぜ。嘘をつくならここにいる全員がお前のお師匠だ｡｣）
例（31）（32）（33）における．‘好像，，‘‘佑汁”‘．～似的，，などは把握した情報・知識に基づい
て，物事の性質・状態などを推し量るという意味を表しているので，文としては推測のモダリ
ティを表していると考えられる。
「不定」の意味を表す“唯”は仮定条件を表す文に生起し、不確かな意味を表することがで
きる。そのような場合は“若是”“要是（要)”“若”‘‘如果”“暇如”“万一”などの助けが必要
である。
（34）萱是進出現呼吸急促，双股乏虹，短吋伺不省人事，先別椋慌，将其扶起登子通風虻，
辻其深呼吸或口対ロ人工呼吸，一会ﾉ蹴可醒持。（《国能阿》2014年02月０４日）（もし，
誰かの呼吸が激しくなり，顔も赤くなり，意識を失っているとしたら，‘慌てずにその人
を風の通る場所へ移動してください。その人に深呼吸をさせるか，あるいは人工呼吸を
する。そうしたら，すぐ目が覚めるでしょう｡）
（35）我老逆行得正走得宜，英子就是我妹妹，億4k,悦我都可以，但如果進傍害了英子，我
決不焼他！（《国豚在銭》2015年４月１日）（他人がとやかく言っても恐れるに足りない。
英子は俺の妹のような存在だ。俺のことはどう言われても平気だ。しかし，誰か英子を
傷つけるとしたら，決して許さないぞ！）
（36）他対所領尋塊："我年経，有力気，姑前r~坊和候牟室合冊釈雪厚，人多，万一惟捧倒
了，我能第一吋同扶住他佃'，。（《新隼阿》2014年２月１０日）（｢私は若くて，力もある。
駅前広場と待合室の階段の雪は深いし，人も多い。万が一誰か転んでも私ならすぐに支
えられる｡」彼は責任者に言った｡）
例（34）（35）（36）では，“堆”は“若是'，“如果”“万一”と共起し従属節を構成している。
文中の“唯”が不定の意味を表しうるのは，これらの副詞が共起しているからであろう。
以下の例文における“唯”は不定の意味を表すものとして認められる。不定表現として認め
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る理由は．‘唯”が否定要素を含む文（否定文）に生起したことに由来する。
（37）吋同和距高，在毒品王国是不存在的。我王相信有進能独自ﾙﾍ那里返回。柾費心机。（半
淑敏《虹処方》）（時間も距離も．麻薬の王国では存在しない。そこから帰ってくる人間
がいるとはまったく信じないよ｡）
（38）地福至心臭，想出一/卜丙面兼願的悉度，表示有好多人笈狂地愛辻自己，但是自己井
丞愛辻堆，所以遠一次迩是初恋。（桟紳苓《圃城》）（彼女は突然ひらめいた。両方にも
配慮する態度をとることにした。多くの人が狂うほど自分を愛していたが，まだ人を愛
したことがない。だから今度は初恋だと言った｡）
（39）我需要別人愛我，我也愛迄小世界１我堂害辻進，我要活！（半淑敏《血玲琉》）（誰
かに愛されたい！私もこの世界を愛している！誰も傷つけたことのないこの私は生きて
いきたい！）
（40）我絶対王是想砧汚堂而実在是没亦法。（余隼《在細雨中浦減》）（決して誰かを汚した
かったわけじゃないが，しょうがなかったんだ｡）
（41）以地現在的心境,恨不能伐一同地穴隠身,遜有共趣肝進痛税家史。（半淑敏《血玲琉》）
（彼女は今穴があったら入りたいほどの気持だろう。人の家の歴史を聞く余裕なんてな
い｡）
意味の観点からみれば，例（37）～(40）では，否定を表す副詞の“不”“没“未.，‘‘不是”
の生起によって，主語と述語との論理的関係が不確定となり，“唯”の意味内容も定かでなく
なるのである。例（41）には否定のマーカーが現れていないとはいうものの，語用論の観点か
らみれば，文中の“郡”は事実に反するという意味を表しているので，文全体としては否定の
意味を表していると考えられる。
統語の観点からみれば，例（37）～(41）における“唯'，はいずれも目的語として機能して
いる。このことから，“堆”は否定文に生起し，不定を表す場合，目的語として機能するのが
普通だといえる。
“即使''“郁伯”“就算”“即便''のような副詞は統語的には述語とつながりを持つものであり，
意味的には，従属節の示す条件を想定したり推論したりするという意味を表す。．‘唯'’はその
ような副詞を受けた場合，文の表す意味が不定となる。
（42）毛主席対送些同志，一頁是和藩衆切，寛厚仁慈的，即使堆有了峡点措俣，也是循循
善静的，堆家里有小困堆，也是十分失心愛抄井姶予報助的。（《人民同》2015年３月２６日）
（毛主席はこの人たちに対しては，ずっと親切でやさしくしていた。たとえ誰かミスを
犯しても，やさしく指導していたのだった。誰かの家が困難でも，すごく気にかけて助
けていた｡）
（43）如果着了火泥？大家往郁里砲？所有的宙梗都釘了鉄条，郷伯堆有勇気跳楼，一吋半
会也撰不升。（半淑敏《虹仕方》）（もし火事が起きたら，みんなどこへ逃げるんだ？す
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べての窓には鉄パイプがつけてある。飛び降りる勇気があるとしても．すぐには外せな
い｡）
（44）迭小笑不如不得！得了反而出現送祥令自己唯堪的一幕！就算堆有貴任来整自己，但
遠又何苦児？（《人民同》2007年３月１１日）（この賞はとらないほうがましだ！取ったら
反って自分が難しい立場に立たされる。たとえ誰か自分をこらしめる「責任」があると
しても，必要かどうか疑問だ｡）
（45）退一歩悦，j1L便進能ﾉﾘA琢工工手上冒領去桟物，也是笈不了財的。（《人民同》2012年
２月７日）（一歩ゆずって，たとえ誰かが清掃員から金品をだまし取ったとしても，金持
ちにはなれないよ｡）
例（42）（43）（44）（45）の．‘唯”は疑問の意味を表しているとは思えない。疑問を表さな
い原因は前置の“即使''“郁伯”“就算”“即便”などの意味･機能に求められる。つまり，例(42）
(43）（44）（45）のような文環境では，．.唯”が譲歩を含意する副詞を受けて，従属節の主語と
して機能することによって本来の疑問の意味が捨象され，不定の意味を表すことになるのであ
る。
一部の動詞は“Ｖ不Ｖ”“Ｖ没Ｖ”という形で疑問文を構成することができる。“Ｖ不Ｖ”“Ｖ
没Ｖ”という構造を受ける“唯”は不定の意味を表すことになる。
（46）“我妥了一決号克雅可布（MarcJacobs）的手表，但表盆大小了，我不喜吹。有没有
堆要妥将？，，（《人民同》2015年２月26日）（MarcJacobsの腕時計を買ったんだけど，
文字盤が小さすぎて，あまり好きじゃないの。誰か買う人はいる？）
(47）有居民介紹，平吋就有人把不用的末西往迄里堆，不知道是丞是堆芸下了易燃物品等
致了火爽。（《人民同》2015年３月３０日）（住民の話によると，普段から使わないものを
ここに積む人がいて，誰かの捨てた可燃物で火災が起きたのかもしれない｡）
例文（46）（47）に示すように，“唯”は“有没有堆～”“是不是堆～”という形で用いられ
た場合，もともとの疑問の意味が消え去り，「不定」の意味を表すことになる。．.唯”は‘‘喝”
と共起し，疑問文を構成することができない。しかし，“喝”と共起し「不定」の意味を表す
ことが可能である。また“ﾛ巴”と共起しても「特定できない人」という意味を表すことになる。
（48）“里面有進不行了豊？'，“老大太病了｡，，（海波《鉄床》）（｢誰か具合が悪いのですか？」
「おばあちゃんが具合が悪いらしい｡｣）
（49）小王身上油満了土。“迭不出血了喝？是ﾙﾍ学校回来的路上和堆抄架了塑｡，，（《人民同》
2015年２月１３日）（王さんは土挨にまみれているのだった。「血が出てるじゃないか。
学校の帰りだね？誰かと喧嘩でもしたのかな｣）
例（48）（49）の文末には終助詞の“喝”‘‘ﾛ巴”が現れている。それが原因で文中の“堆”は，
特にそれと定まっていないという意味を表すものとして解釈しなければならない。
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5．対照分析
この節では．習得研究の観点から「不定」を表す日本語の「誰十か」と「不定」を表す中国
語の“唯，，について対照分析を行う。まず，中国語の表現をベースに「不定」を表す「誰十か」
と“唯”の対応・非対応関係を検証する。
推測の意味を表す“好像（像)”“佑汁”などが生起した文における“唯”は日本語の不定表
現としての「誰十か」に対応する。しかし，推測の意味を表す．‘似的”が含まれた文における
"堆'’は必ずしも「誰十か」と対応するとは限らない。
（50）夏践石握起拳失,妊僅要同進併一切。（例(31）再掲）（夏践石はこぶしを握りしめて，
まるで誰かと戦おうとしているようだ｡）
（51）“天王蓋地虎'，，fZj土有進洗迭公一句，立即会有一批人減出‘‘宝塔鎮河妖'，，都成条件
反射了！（例（32）再掲）（たぶん，誰かが「天王蓋地虎」と叫んだら，すぐさま「宝
塔槙河妖」と叫び返す人たちが出てくるでしょう。もはや条件反射になっています！）
（52)‘‘就眼我ｲil堆信了血血｡''杵赴笑着悦,“別眼我ｲil迄L机夷，沿撒慌在行的全是休教ﾘil7｡，，
（例（33）再掲）（｢俺たちが信じるとでも？」許遜さんは笑って，「俺たちの前で姑息な
マネは通用しないぜ，嘘をつくならここにいる全員がお前のお師匠だ｡｣）
例（50）（51）における“好像（像)”“佑汁，．などは推測のモダリテイを表す副詞として考
えられる。例（52）における“似的”も推測のモダリテイを表すものとしてとらえられる。例
(50）（51）のような文における“堆”は「誰十か」の意味・機能と対応しているが，例（52）
のような文環境における「不定」の意味を表す“堆”は「誰十か」で訳すとやや不自然な表現
になってしまうのである。訳文に示すように，むしろ「俺たちが信じるとでも」のように訳し
たほうが適切である。
例（52）の．惟・’は「不定」の意味を表すものとして認められる理由は，“唯”と他の成分
とのインタラクティブに求められる。つまり文中の．‘堆”は複数を表す“我ｲｉ１'，の前置によっ
て，不特定であるが，、我ｲil'’の中のメーバーの一人を指し示すことになり，推測のモダリティ
を表す“似的”との共起によって不確かの意味を表すことになる。例（52）の訳文としての「俺
たちが信じるとでも」という表現に含まれた不定の意味は「～とでも～」という形式によって
担われていると思われる。ただし，「俺たちが信じるとでも」という表現は「俺たちが信じる
とでもいうのか」の省略として考えられる。つまり，「～とでも」という形式は前置の動詞と
のインタラクティブによって不定の意味を表しうるのである。
「不定」を表す中国語の．､堆”は仮定条件を表す文や譲歩の意味を表す文に用いられた場合．
日本語の不定表現としての「誰十か」に対応する。
（53）我老越行得正走得宣，英子就是我妹妹，悠久悦我都可以，但如果堆傍害了英子，我
決不焼他！（例（35）再掲）（他人がとやかく言っても恐れるに足りない◎英子は俺の
289
国際文化学部詩集第18巻第３号（2017年12月）
妹のような存在だ。俺のことはどう言われても平気だ。しかし，誰血英子を傷つけると
したら，決して許さないぞ！）
（54）他対所領尋悦：“我年経，有力気，姑前ノニ坊和候牟室台W卜釈雪厚，人多，万一堆捧倒
了，我能第一吋同扶住他佃''。（例（36）再掲）（｢私は若くて，力もある。駅前広場と待
合室の階段の雪は深いし，人も多い。万が一誰か転んでも私ならすぐに支えられる｡」
彼は責任者に言った｡）
（55）毛主席対送些同志，一宣是和葡素切，寛厚仁慈的，即使堆有了峡点措俣，也是循循
善静的，堆家里有ﾉﾄ困堆，也是十分失心愛抄井姶予報助的。（例（42）再掲）（毛主席は
この人たちに対しては，ずっと親切でやさしくしていた。たとえ誰かミスを犯しても，
やさしく指導していたのだった。誰立の家が困難でも，すごく気にかけて助けていた｡）
（56）退一歩悦,Ｅ1便進能ﾉﾘﾍ琢工工手上冒領去桟物，也是笈不了財的。（例（45）再掲）（一
歩ゆずって，たとえ誰かが清掃員から金品をだまし取ったとしても，金持ちにはなれな
いよ｡）
例文（53）（54）（55）（56）における“唯'’は仮定の意味を表す“如果”‘‘万一”や譲歩の意
味を表す“即使，，“即便”と共起し，それとともに不定の意味を表しているのである。つまり，
仮定の意味を表すマーカーや譲歩の意味を表すマーカーの助けがないと，「不定」の意味が成
り立たない。この点おいては，中国語の不定表現としての“堆'’と「誰十か」は対応関係にあ
ると思われる。
ただし，否定文に生起した場合の中国語の不定表現としての“堆”は日本語の「誰十か」と
非対応関係にある。
（57）吋同和距高，在毒品王国是不存在的。我丞相信有進能独自ﾉﾘA那里返回。（例（37）再
掲）（時間も距離も，麻薬の王国では存在しない。そこから帰ってくる人間がいるとは
まったく信じないよ｡）
（58）地福至心貝，想出一/i､丙面兼願的悉度，表示有好多人没狂地愛辻自己，但是自己井
丞愛辻堆，所以迭一次迩是初恋。（例（38）再掲）（彼女は突然ひらめいた。両方にも配
慮する態度をとることにした。多くの人が狂うほど自分を愛していたが，まだ人を愛し
たことがない，だから今度は初恋だと言った｡）
（59）我需要別人愛我，我也愛迭ﾉﾄ世界！我没し害辻堂，我要活！（例（39）再掲）（誰かに
愛されたい！私もこの世界を愛しているＩ誰も傷つけたことないこの私は生きていきた
い！）
例（57）（58）における“堆”は不特定の意味を表しているとはいうものの，「誰十か」で訳
すと非文になる。また例（59）における“堆”は「例外がない」という意味も含みもつがゆえ，
むしろ「誰十も」で訳したほうが適切である。このことから例（59）のような文環境における
｢不定」の意味は日本語に訳すと，「不特定の誰か」であるが，「全員の中の一名」という意味
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を含みもつ文になると認めなければならない。
“唯”は“有没有堆～”“是不是堆～”という形で用いられた場合は，「特定できない人」と
いう意味を表し，日本語の「誰十か」で訳してもよい。
（60）“我妥了一決身克雅可布（MarcJacobs）的手表，但表盆大小了，我不喜炊。宜及宜
進要芙桐？，，（例（46）再掲）（MarcJacobsの腕時計を買ったんだけど，文字盤が小さ
すぎて，あまり好きじゃないの。誰か買う人はいる？）
（61）有居民介紹，平吋就有人把不用的末西往迫里堆，不知道是不是推芸下了易燃物品等
致了火爽。（例（47）再掲）（住民の話によると，普段から使わないものをここに積む人
がいて，誰かの捨てた可燃物で火災が起きたのかもしれない｡）
現代中国語では純粋な疑問文をつくる場合，疑問詞の“唯”と終助詞の“喝”‘‘ﾛ巴”は相い
れない関係にある。
（62）‘‘里面有堆不行了豊？''“老大大病了｡，'（例（48)再掲）（｢誰か具合が悪いのですか？」
「おばあちゃんが具合が悪いらしい｡｣）
（63）小王身上油満了土。‘‘迄不出血了喝？是ﾙﾍ学校回来的路上和進沙架了塑｡，，（例（49）
再掲）（王さんは土挨にまみれているのだった。「血が出てるじゃないか。学校の帰りだ
ね？誰かと喧嘩でもしたのかな」
例（62）（63）のような文環境における“堆”は疑問の意味を表しているとは思えない。“唯”
は終助詞の“喝”‘‘ﾛ巴”と同じ文に生起した場合,その意味･機能が日本語の「不定」を表す「誰
十か」と対応している。
今度は角度を換えて日本語の表現をベースに対応・非対応関係をみる。前述のように，「不
定」を表す日本語の「誰十か」は基本的には中国語の不定表現としての“唯”と対応するが，
対応しない場合もあるという事実を見逃してはならない。
（64）何度か電話がかかってきたが，僕は受話器を取らなかった。誰かが時々ドアをノッ
クしたが，僕は応えなかった。（例（５）再掲）
（64‘）＊4屯活ﾛ向了凡次，我没有接。有吋候進厳、，我也不厘答。
（64,'）屯活哨了凡次，我没有接。有吋候宜△敵、，我也不皮答。
（65）不審火は移転後の空家に誰立が入り込んで焚火をした結果らしい。（山下洋輔「ドバ
ラダ門｣）
（65'）＊据悦原因不明的火是進潜入空房子点鋒火取暖的姑果。
（65''）据悦原因不明的火是宜△潜入空房子点鋒火取暖的結果。
（66）靖子がレジスターの紙を入れ替えている時だった。ガラス戸が開き，誰かが入って
きた。（東野圭吾「容疑者Ｘの献身｣）
４「＊」がついた文は非文である。
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（66'）＊当吋靖子正在更換牧根机的打印妖。波璃宙升了，進避来了。
（66..）当吋靖子正在更換牧根机的打印紙。破璃宙升了，宜△避来了。
中国語のネイティブに対するアンケート調査したところ，例（64）（65）（66）のような文に
おける「誰十か」は“唯'，で訳しても良いという答えも得られたが，．.有人”で訳したほうが
良いと答えた人が圧倒的に多い5。
「誰十か」は格助詞の「を」「に」「の」「と」「から」を伴い「不定」の意味を表しうるが，
そのような場合「誰十か」は必ずしも“堆”と対応しているとは限らない。
(67） 思いを紙で伝えたい誰かを思って紙に文章をしたためるイベント「紙で伝える展」
が，２２日から神奈川県鎌倉市の「銀の鈴ギャラリー」で始まる。（例（７）再掲）（通辻
紙張来表迭対某人的思念把文章落突到妖面‘‘的通辻令信表迭思念展，'爪22号升始在神
奈ﾉI|具擁合市的“根衿画廊，，奉行｡）
(68)彼女はその心の重荷をいつか誰かに告白しないわけにはいかなかった。（例(9)再掲）
（地必須桟/卜吋同把心里的包椛悦姶我某人脈｡）
(69）背中側から両肘を誰かに抱えられている。その誰かに寄りかかり．かろうじて頭を
持ち上げていることができた。（例（１０）再掲）（有人ﾙ人后面抱着我的丙小賂牌。我依偶
着那小人，勉張地拾起了共｡）
(70）ひとりでは手に余ることなので，毎回誰かに手伝わせるのだが，今回は名指しで篠
崎に頼んだ。（例（12）再掲）（因カー小人虻理不了，所以毎次都奔托別人報忙，但是途
次点名奔托篠崎｡）
(71）およそ12年間にわたり，４人の誰かは必ずタイトルを保持していたが，「四天王」全
員が無冠となった。（例（１４）再掲）（在迄12年同，量然4小人中的一小人一定保持着参
森杖，但是‘‘四天王，'全員没有荻得冠軍｡）
(72）何をするにも誰かの手を借りずにはいられなくなり，自分で思うように食事もでき
ず，だんだんと食べなくなりました。（例（１７）再掲）（元沿倣什公都不得不奔托別人瀞
忙，不能自主地吃仮，也就漸漸地不吃了｡）
(73）普段は誰かと練習することを好むが，開幕３日前から１人でバットを振り込んで仕
上げた。（例（20）再掲）（量然平吋喜炊眼別人妹刃，但是ﾉﾘA升幕式3天前升始一小人拝
舞球棒遊行妹刃｡）
(74)陸ろの誰かから「サッカー選手なら俺も「ツバサ」を知ってるぞ」と声がかかります。
（例（22）再掲）（身后侍来某人的声音，悦道："悦起足球逸手我也知道『ツバサ』''）
(75）自宅や職場，学校での必需品から，誰か、贈るギフトまで，日々の暮らしをサポー
トする「無印良品」の小型ショップです。（例（24）再掲）（ﾙﾍ居家，取坊，学校的必需
。１０人の日本語話者にアンケート調査をしたところ．２人から“唯”で訳しても良いという答えが得られ，
８人から．.有人”で訳したほうが良いという答えが得られた。
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品到贈送姶別人的礼物，“元印良品，'就是一/卜渉透到日常生活中的小型商店｡）
例（67）～（75）における「誰十か」は中国語の“堆，，で訳すと，不自然な表現になってし
まう。
さらに，日本語では，「誰十か」は後続の名詞，または名詞句と同格関係を結ぶことができ
るのに対して，中国語の「不定」を表す“堆”はそれと同様な意味・用法を持っていない。
（76）「これを借りていっていいかな。誰か読める人がいる筈だからね。偽物か本物かも分
かるにちがいない。調べてみるよ」（例（27）再掲｣）（"途/卜可以借ﾛ巴。因力厘咳有能漠
送本令的人ﾛ巴。也一定知道什Ａ是勝品什公是真品。我凋査一下，'）
(77）「だけど俺にはおまえを助けることなんかできない。おまえの親父さんを助けること
ができないのと同じようにな。俺にはできない◎だから，誰血ほかに，おまえを助けて
くれる人を探しなよ」（例（28）再掲）（"我帯不上作，就像帯不上作的叔叔一祥。我報
不了。所以去伐其他能帯助作的人ﾛ巴，，｡）
例（76）（77）における「誰十か」は後置の「読める人」「おまえを助けてくれる人」と同じ
人を指すものとしてとらえられる。それに対して，中国語の「不定」を表す．‘唯・・は同格関係
を結ぶ意味・機能を有しない。
日本語の「誰十か」という構造はさらに並列関係をつくることが可能である。それに対して、
中国語の「不定」を表す“堆．’は並列関係を結ぶことができないようである。
（78）昔から口寄せの皿女をしていたと云う事だけは，母親か誰企から聞いていました。
（例（29）再掲）（以前倣辻墾肺女迄件事是ﾙﾑ娼婚或者其他人那里Iｿf来的｡）
(79）私は最後の申立てをしたいと求めた。人々は私をここに置いて，検事か誰かを呼び
に行った。（例（30）再掲）（我想尋求最后的申述。子是人仙把我折在遮，去伐栓察官或
者別的什公人了｡）
例（78）（79）では，並列構造としての「母親か誰か」「検事か誰か」が補語として機能し
たり目的語として機能したりしている。そのような意味構造における「誰十か」は必ずしも中
国語の「不定」を表す．‘唯，，で訳さなければならないことはない。
６．まとめ
日本語では「不定」の意味が「誰十か」によって担われている。それに対して中国語の「不
定」の意味は疑問詞の“堆”によって担われるほかに，文脈や他の成分とのインタラクティブ
によって顕現されることもある。以上の対照分析の結果は改めて次のようにまとめられる。
①推測のモダリテイが含まれる文，仮定条件を表す文，譲歩文に用いられた場合の中国語
の「不定」の意味を表す“唯”の意味･機能は日本語の「誰十か」と対応する。また．“野
と．‘ﾛ巴'，と共起する場合の“堆.，や‘.有没有”“是不是”を受けた場合の‘惟”は日本
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語の「誰十か」と対応する
②中国語の「不定」の意味を表す“堆”は否定文に生起した場合,「不定」を表す「誰十か」
とは対応しない。
③日本語では，「誰十か」は後続の名詞または名詞句と同格関係を結ぶことができるの
に対して，中国語の「不定」を表す“唯”はそれと同じような意味・用法を持っていな
いｏ
④日本語の「誰十か」という構造は「～か＋誰か」のような形で並列関係を構成すること
が可能である。それに対して，中国語の「不定」を表す“唯”は並列関係を結ぶことが
できない。
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